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第１ 実施団体・事業背景について 

 

 

１ 実施団体について 

（１）大館北秋田地域林業成長産業化協議会について 

大館北秋田地域林業成長産業化協議会（以下、「協議会」）

は秋田県大館市を範囲（図－１）として、大館北秋田地域の

林業・木材産業の成長産業化の実現に向けた活動を行ってい

る協議会である。 
平成 29 年度～令和３年度に林野庁補助事業「林業成長産

業化地域創出モデル事業」に取り組み、産学官連携による森

林資源の循環利用やサプライチェーン構築に関する事業を

実施。川上から川下までの参画者との連携により素材生産

量、再造林面積、苗木生産量等を増加（図－２、図－３）さ

せることができたほか、“忠犬ハチ公”を通じて防災協定を締

結している「渋谷区」と連携し、大館市産秋田スギを同区の

公共施設「渋谷区子育てネウボラ（図－４）」へ供給し、都市

部の木質化に向けた“地産外商”に取り組んだ。 

図－１ 位置図 

 

図－２ 大館市有林 素材生産量の推移（H25～R3） 

 

 
図－３ 大館北秋田地域構想 達成目標進捗管理表より作成 

大館市 
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図－４ 渋谷区子育てネウボラ３Ｆ（秋田スギフローリング） 

 

 令和４年度より、「林業成長産業化地域創出モデル事業」の事業成果を活かした地域の更

なる発展、他地域への横展開を図るため、協議会の会員として新たに大館市内の「住宅事業

者」や「建築設計事業者」などが加入したほか、特別会員として「鹿角市」および「小坂町」

が加入するなど、会員数が令和３年度末の 35 会員から 76 会員（令和４年５月末現在）に増

加している。 

 

（２）協議会の新たな構想 『グリーン成長構想』（図－５） 

 協議会の目的である、本地域の充実した森林資源の

最大活用と資源循環の確立による“森林資源の「循環の

輪」の創造”を基本理念とし、令和３年６月に閣議決定

された「森林・林業基本計画」に掲げる「森林・林業・

木材産業によるグリーン成長」を目指すため、令和５年

２月に「グリーン成長構想」を策定している。 

 

●構想に掲げる５つの柱 

１ 森林資源の適正な管理・利用に向けた取り組み 

２ 「新しい林業・木材産業」に向けた取り組み 

３ 森林資源の地産地消によるまちづくりへの貢献 

４ 地産外商による木材産業の競争力向上 

５ 森林・林業・木材産業の新たな価値づくり 

●構想の期間 

2022（令和４年）度から 2031（令和 13）年度まで 図－５ グリーン成長構想 
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２ 事業の背景・目的について 

「SDGs（持続可能な開発目標）」や政府の「2050 カーボンニュートラル」表明等もあり、

二酸化炭素削減に向けた木材利用が求められる新たな展開が期待される。なお、渋谷区は、

令和２年度に木材利用推進方針を施行しており、調達する木材として、「防災協定締結自治

体の木材」、「東日本大震災被災自治体の木材」、「多摩産材」、「森林認証材」を掲げている。 

令和２年度に協議会において都市部に拠点を有する木材関連企業等を対象に実施したア

ンケート調査結果では、ユーザー層から「国産の森林認証材」の注文や問合せが増加傾向に

あるものの、供給側ではメリットを感じていない回答が多く、ユーザーと供給側の温度差が

あることが読み取れた（図－６、図－７、図－８）。 

以上のことから、森林認証材のサプライチェーンを構築することが差別化要因になりうる

と考えられるため、本事業により協議会関係者との連携によるマーケットイン型の森林認証

材サプライチェーンの構築を目指すものである。 

 

 

図－６ アンケート結果：森林認証材の注文や問合せ状況について（n=31） 

 
図－７ アンケート結果：森林認証材のメリットを感じているか（n=31） 
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図－８ アンケート結果：森林認証材の需要（材料）について 

（n=31／注文や問合せが多いものを３つ選択） 

 

なお、大館市では令和３年度より木材の利用の促進に関する８つの施策をまとめた「大館

市木材利用促進計画（図－９）」を施行しており、令和４年度には大館市有林（約 2,295ha）

における森林認証（FM-SGEC）取得を予定※としている。 

※現在は取得済み（本事業申請時は未取得）。 

 

 

 
図－９ 大館市木材利用促進計画 概要版 
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１ 事業計画概要について 

（１）需要拡大を期待するターゲットと材種 

①ターゲット：渋谷区、東京都内民間企業等 

②材   種：内装材、下地材 

 

（２）事業計画 

①協議会の運営 

・森林認証サプライチェーン構築に関する意見交換、合意形成、進捗管理 

・森林認証材の需要対応を目的とした協議会関係者の伐採～加工～供給～利用の流通体制

の整備と森林認証材に関するプラットフォーム形成 

②優良事例研究、需要調査・PR、普及促進 

・先進地調査（北海道地域等）、需要者ヒアリング調査・PR（渋谷区、都市部企業等）、森林

認証に関するセミナー開催 

③事業報告 

・協議会ホームページでの事業成果等公表 

・ウェブセミナー等での事業成果発表による他地域への横展開 

 

（３）成果の普及・活用手法 

①成果の普及 

 大館市では、令和３年８月より木材利用促進を目的に森林・林業・木材産業に関する WEB

セミナー「WOOD CHANGE! ODATE ウェビナーシリーズ」を月１回ペースで配信しており、地

域内外の方が視聴している。※令和４年度８回開催、262 名参加（うち 161 名地域外参加） 

 当該 WEB セミナーにおいて森林認証をテーマとしたセミナーや本事業の成果報告等を行

うことで他地域への事例紹介等による横展開が期待できる。 

②成果の活用 

令和４年度より工務店や設計関係者が協議会へ新規加入予定となっており、本事業の成果

を活かし、地域内の住宅や公共施設への利用が期待できる。また、大館市では令和４年度以

降に改正・木材利用促進法を踏まえた、「大館市木材利用基本方針」を改正予定としており、

調達する木材として「森林認証材」について明記されることが期待できるほか、森林認証材

利用を目指す民間事業者等との「建築物木材利用促進協定」の締結が期待できる。 

 

（４）実施体制 

 協議会内に森林認証材の需要拡大に関するワーキンググループ等を設置し、事業内容に関

する協議や進捗管理を行うものとする。アドバイザーとして秋田県立大学木材高度加工研究

所に参画いただくほか、必要に応じて森林認証に関する技術者等からのアドバイスを求める

ものとする。 
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２ 事業内容と結果について 

 次に掲げる（１）～（３）の事業を実施した。 

 

（１）協議会の設置・運営 

①WG 開催 

ア 第１回 WG（図－11、図－12） 

概要 日時：令和４年８月 31 日（火）午後１時半～３時半 

会場：大館市北地区コミュニティセンター 

本館 会議室（秋田県大館市有浦） 

人数：19 人（素材生産、木材加工、木材流通、建築設計、IT 事業者、行政、 

オブザーバー、学識経験者等） 

内容： 森林認証制度と WG の目的について 

 北海道視察の結果報告 

 WG の取り組み内容とスケジュールについて 

 意見交換 

写真等 

 

図－10 第１回 WG 図－11 第１回 WG 
 

結果等 ●議事要旨 

 森林認証制度と WG の目的について 

・協議会として森林認証に取り組む目的とメリットについて確認。 

 北海道視察の結果報告 

・北海道地域における森林認証に関する取り組み状況や道内でのプロジェクト

認証に関する成果について報告。 

 WG の取り組み内容とスケジュールについて 

・林野庁補助事業の実施内容とスケジュールについて確認。 

 意見交換 

・WG の取組みに関する方向性、森林認証のグループ認証（FM）やプロジェクト

認証に関して意見交換を行った。 
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第２ 事業内容と結果 

 

 

イ 第２回 WG 

概要 日時：令和５年３月 20 日（月）午後１時半～３時 

会場：大館市北地区コミュニティセンター 

本館 会議室（秋田県大館市有浦） 

人数：10 人（森林組合、素材生産、木材加工、木材流通、行政、オブザーバー、

外部有識者、学識経験者等） 

内容： 今年度の取組状況について 

 来年度の取組内容について 

 意見交換 

 情報提供（SGS ジャパン株式会社より） 

結果等 ●議事要旨 

 今年度の取組状況について 

・大館市有林における森林認証（SGEC-FM）の取得を報告。 

・森林認証材の需要拡大（林野庁補助事業）の実施状況を報告。 

 来年度の取組内容について 

・森林認証林の拡大予定について説明。 

・「令和５年度デジタル林業戦略拠点構築推進事業（林野庁補助事業）」への応

募について説明。※令和５年３月 27 日付けで不採択通知 

 意見交換 

・大館市有林の実証フィールド設定や認証材供給体制構築について意見交換を

行った。 

 情報提供（SGS ジャパン株式会社より） 

・森林認証制度、グループ認証やプロジェクト認証に関する概要について説明。

出席者からの質疑応答を行った。 

 

（２）森林認証材の需要拡大に向けた取組 

①先進地調査 

ア 北海道先進地視察 

概要 日 程：令和４年８月３日（水）～５日（金） 

視察先：＜１日目：８月３日（水）＞ 

    ①胆振東部森林管理署（白老郡白老町） 

    ②mother s+（白老郡白老町）※ウッドデザイン賞 2020 受賞（図－12）

    ＜２日目：８月４日（木）＞ 

    ③三津橋産業㈱（士別市）（図－13） 

    ④昭和木材㈱旭川工場（上川郡東川町） 

    ＜３日目：８月５日（金）＞ 

    ⑤北海道庁（札幌市）※水産林務部森林環境局道有林課ほか 

    ⑥物林㈱札幌事務所（札幌市） 
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第２ 事業内容と結果 

 

 

参加者：㈱沓澤製材所 常務取締役 沓澤 俊和（木材加工） 

藤島木材工業㈱ 取締役 藤島 新（木材加工） 

鹿角市 主幹兼班長 関 尚人（行政） 

小坂町 事務局長補佐 相馬 一之（行政） 

大館市 主任 加賀谷 洋昌（行政） 

大館市 主任主事 千葉 泰生（行政） 

写真等 

図－12  mother s+ 図－13 三津橋産業㈱ 
 

結果等 ＜１日目：８月３日（水）＞ 

①胆振東部森林管理署（白老郡白老町） 

対応者：次長 福井 敬育 氏 ほか 

・胆振東部森林管理署管内のむかわ町が森林認証を取得したのがきっかけに、

むかわ町内の国有林について、森林認証を取得。認証取得に関してむかわ町か

らの要請もあったとのこと。 

・令和４年度の認証材生産量は約 2,700m3 を計画。立木、丸太販売以降の流通

については特段把握していない。 

・アイヌの関連団体より国有林内の林産物の採取に関して要望を受け、対応策

として共用林野の設定を打診しているが、なかなか進展せず。 

②「mother s+」見学（白老郡白老町）※ウッドデザイン賞 2020 受賞 

・オーナーの種鶏業を活かしてグリーンツーリズムや生産加工から販売までを

一ヶ所で体験できる施設。カラマツ CLT、集成材を使用。 

 

＜２日目：８月４日（木）＞ 

③三津橋産業㈱（士別市） 

対応者：代表取締役 三津橋 央 氏 

・認証については経済的なメリットは無いにしても長期的視野で企業として認

証制度に取り組む必要があると感じた。また、消費者にも知っていただきたい

意図もある。 

・認証林面積が増えないことには、認証材（原木）の確保が難しい。北海道の

森林面積の半分以上が国有林であり、国有林が取得しないと普及は難しい。 

・公共物件も道産材指定はあっても認証材指定は無い状況。 
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第２ 事業内容と結果 

 

 

④昭和木材㈱旭川工場（上川郡東川町） 

対応者：専務取締役 髙橋 謙太郎 氏 

・広葉樹については、針葉樹よりも加工後の細分化の部分がとても大きく、し

っかり取り組むことで付加価値はあがっていくものの、認証管理上は複雑すぎ

て実用化が難しい。原木から製品として出荷するまでに２年かかる場合も。 

・認証を取得したきっかけは公共物件やオリンピックでの需要を見越していた

が、ほとんどが国産材であり、輸入材取扱が多い当社はあまり効果が無かった。

・目的が明確になるので今のところはプロジェクト認証が現実的だと思う。 

 

＜３日目：８月５日（金）＞ 

⑤北海道庁（札幌市） 

対応者：水産林務部森林環境局道有林課 課長補佐 河江 輝樹 氏 ほか 

・北海道として認証取得を推進しているが、道有林での認証取得については、

各地域の林業者や市町村側で動きがある地域で取得してきている。 

・道有林の認証材販売については、CoC 限定入札や協定販売により販売。 

・木材利用促進法に基づく都道府県方針において、道産材は明記しているが、

認証材に関しては明記していない。 

⑥物林㈱札幌事務所（札幌市） 

対応者：営業本部北海道グループ長 中根 幹成 氏 ほか 

・認証材の普及のためには、「法的整備」、「品質と数量の約束」、「消費につなが

る差別化」が必要と考えている。認証材を使わなきゃダメくらいの根拠が無い

と普及化は厳しいと思われる。 

・Ｊ－クレジットのように、認証材を使うとメリットが出てくるような仕組み

があれば大手企業も動き出すと思う。 

 

イ 宮城県先進地視察 

概要 日 程：令和５年３月 13 日（月）～14 日（火） 

視察先：＜１日目：３月 13 日（月）＞ 

    ①登米市産業経済部農林振興課（登米市） 

    ＜２日目：３月 14 日（火）＞ 

    ②登米町森林組合（登米市）（図－14、図－15） 

    ③石巻合板工業㈱（石巻市） 

参加者：㈲伊東農園 伊東 裕祐（素材生産／苗木生産） 

㈱石川組 代表取締役副社長 石川 裕太郎（素材生産） 

藤島木材工業㈱ 取締役 藤島 新（木材加工）※14 日途中まで参加

物林㈱営業本部資材グループ グループ長 田口 慎二（木材流通）

物林㈱ 盛岡営業室 吉田 誠也（木材流通）※14 日より参加 

東光コンピュータ・サービス㈱ 部長 戸田 宏幸（IT・ICT 関連）
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第２ 事業内容と結果 

 

 

小坂町 事務局長補佐 相馬 一之（行政） 

大館市 主任 加賀谷 洋昌（行政） 

大館市 主任主事 千葉 泰生（行政） 

写真等 

図－14 登米町森林組合 図－15 登米町森林組合 
 

結果等 ＜１日目：３月 13 日（月）＞ 

①登米市産業経済部農林振興課（登米市） 

対応者：主幹兼係長 菊池 郁夫 氏、主事 中沢 智哉 氏 

・南三陸町での FSC 取得の流れで議員から提案を受け、取得に至った。FM 事務

局を担っている。 

・認証林については平成 28 年取得時 2,717ha から令和４年 9,162ha まで取得

面積が増加。 

＜２日目：３月 14 日（火）＞ 

②登米町森林組合（登米市） 

対応者：参事 竹中 雅治 氏 

・登米市の FM 事務局に対して、当組合が CoC 事務局として原木の流通管理を

担っている。 

・FSC を取得したおかげで優先的に原木を受け入れてくれたケースもあり。 

・クラウドシステム、タブレット端末については要件定義が肝。また、なるべ

くシンプルに。 

③石巻合板工業㈱（石巻市） 

対応者：東部営業所長 次長（兼）業務次長 髙橋 利信 氏 

・認証材利用も含め、国産材利用率が非常に高まった。認証製品の流通量を拡

大していきたい。 

 

②需要者ヒアリング調査・PR 

ア 森林認証材の需要拡大に関するアンケート 

概要 目  的：森林認証材の供給に向けて体制整備を進めている当地域の在り方や

取組みについて検討するため 

期  間：令和５年１月 24 日（火）から２月 10 日（金）まで 
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第２ 事業内容と結果 

 

 

回答方法：大館市電子申請・届出サービス（WEB 回答） 

回答依頼先：木材利用関係事業者（日本ウッドデザイン協会会員、協議会等主催

イベント等参加企業、出展イベント名刺交換企業、ウェビナーシリ

ーズ参加者等へメール案内） 

結 果 等：28 者（分析結果は後述） 

 

イ １回目調査・PR（東京都） 

概要 日 程：令和５年２月 14 日（火）～２月 17 日（金） 

訪問先：＜１日目：２月 14 日（火）＞ 

    ①一般社団法人緑の循環認証会議（千代田区永田町） 

    ②林野庁国有林野部経営企画課（千代田区霞が関） 

    ③住友林業㈱資源環境事業本部脱炭素事業部（千代田区大手町） 

    ＜２日目：２月 15 日（水）＞ 

    ④大建工業㈱情報渉外部（千代田区外神田） 

    ⑤三菱地所レジデンス㈱経営企画部（千代田区大手町） 

    ⑥一般社団法人日本ウッドデザイン協会（港区新橋） 

    ⑦一般社団法人日本森林技術協会（千代田区 町） 

    ⑧㈱INPEX 再生可能エネルギー・新分野事業本部（港区赤坂） 

＜３日目：２月 16 日（木）＞ 

    ⑨㈱乃村工藝社 ビジネスプロデュース本部（港区台場） 

    ⑩㈱キーテック（江東区新木場） 

    ⑪物林㈱（江東区新木場） 

＜４日目：２月 17 日（金）＞ 

    ⑫住友林業クレスト㈱（中野区中央） 

    ⑬MUJI.com 武蔵野美術大学市ヶ谷キャンパス（新宿区谷田町） 

    （図－16、図－17） 

参加者：鹿角市 主幹兼班長 関 尚人（行政） 

大館市 主任 加賀谷 洋昌（行政） 

大館市 主任主事 千葉 泰生（行政） 

写真等 

図－16  MUJI.com 武蔵野美術大学 図－17  MUJI.com 武蔵野美術大学 
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第２ 事業内容と結果 

 

 

 

ウ ２回目調査・PR（秋田市） 

概要 日 程：令和５年３月１日（水）午後１時半～２時半 

訪問先：秋田プライウッド㈱（秋田市向浜） 

参加者：物林㈱営業本部資材グループ グループ長 田口 慎二（木材流通）

大館市 主任 加賀谷 洋昌（行政） 

大館市 主任主事 千葉 泰生（行政） 

 

エ ３回目調査・PR（仙台市） 

概要 日 程：令和５年３月 15 日（水） 

訪問先：①㈱乃村工藝社 東北支店（青葉区一番町） 

②㈲シェルージュ（宮城野区二十人町） 

③宮城県水産林政部林業振興課（青葉区元町） 

参加者：大館市 主任 加賀谷 洋昌（行政） 

大館市 主任主事 千葉 泰生（行政） 

 

③セミナー開催 

概要 日時：令和５年２月 10 日（金）午後１時半～２時半 

会場：zoom ウェビナー 

内容：WOOD CHANGE! ODATE ウェビナーシリーズ 

「森林認証材の利用拡大に向けて 

～SGEC 認証材の商品化・プロジェクト認証の実例～」 

⇒森林認証（SGEC-FM）の取得を予定している大館市有林において、今後

生産される森林認証材の需要拡大に向け、認証材の商品化事例やプロジ

ェクト認証の取り組みについて紹介いただいた。（図－18、図－19） 

講師：一般社団法人緑の循環認証会議（SGEC/PEFC ジャパン） 

事務局長  梶谷 辰哉 様 ※冒頭挨拶 

国際部長 チェン 加賀子 様 ※講演 

人数：申込者 35 人／ログイン確認 30 人 

写真等 

図－18 ウェビナーの様子 図－19 ウェビナーの様子 
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第２ 事業内容と結果 

 

 

結果等 ＜アンケート結果（WEB 回答）＞ 

・プロジェクト認証の事例を数多く紹介いただき大変満足です。一般の認証材

の事例紹介もいただけるとなおありがたかったです。 

・認証材の使われ方を具体的に知ることができました。 

・数多くの SGEC の認証材プロジェクト例を知ることができたのはとても興味

深いことでした。時間上止むを得ないと思いますが、材の生産側と利用側の関

係性がどのようになっているのかなど、詳細を知る時間があるとなおよかった

と思いました。 

・認証材利用の推進は、現状において公的助成と密接であると思いました。 

・プロジェクト認証のメリットに関するお話と、住宅ローン金利のお話に興味

を持ちました。単に地域材活用というだけでなく、認証材を使用することで付

加価値が付き、より環境に配慮した取り組みになる点を自身の活動においても

意識しておきたいと思いました。 

・素材生産側としては直接認証材が使われる場面に関わらないことが多いと思

うので、そこをうまく利用して木育等に発展させられればと思いました。 

 

（３）事業報告書の作成・公表 

①事業報告 

概要 実施内容：森林認証材の需要拡大に関するアンケート集計結果分析、考察 

依 頼 先：森林資源バイオエコノミー推進機構㈱ 

結果等 ＜アンケート設問と分析結果（所見）※抜粋＞ 

問１ 業種について 

所見：川中と川下でほぼ同じ職種が見受けられる。営業エリアに関して、木材

は輸送コストが大きいこと、全国に杉産地は点在していることから、長期的に

認証林が増えて行くと、近隣の顧客からの支持が重要になると想定される。 

問２ 森林認証（CoC）の取得状況について 

所見：取得率は今回の回答全体では 47%、川中企業のみでは 69％（13 社中９

社）。以後も環境保護重視の生産活動が重視されるであろうから、認証取得に向

けて動くことは支持されるものと想定する。 

問３ 森林認証材の調達について 

所見：７割近くの企業が認証材に関わる取引経験あり、認知は広がっている。

／森林認証材の取り扱い理由について、現状は需要者次第ということがわか

る。／非認証材と比較した品質を理由に扱うケースは少ない。 

問４ 調達する森林認証材の産地として魅力的に思える地域について 

所見：魅力的に思う（実際は調達していない）のと定常的に調達している先は

分けるべきであった。取引がないのに魅力的に思ってしまう理由が営業の参考

になる。 

問５ 森林認証材の調達において最も重要な点 
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第２ 事業内容と結果 

 

 

所見：合法性も重視されており、認証保有することはこの点で優位性を持つ。

問６ 森林認証材の注文や問合せについて 

所見：残念ながら秋田スギ森林認証材の指名買いはほぼ無い。認証材であるか

どうかがまず選定基準となり、その後認証材間での競合があると読み取れる。

問７ 森林認証材のメリット 

所見：メリットをあまり感じないと 11 社が回答しているが、４社は認証取得済

である。逆に言うと、取得済み企業の 69％（13 社中９社）はメリットを感じて

いると読み取れる。 

問８ 国産の森林認証材の需要について 

所見：公共工事での認証材指定が多いことが読み取れる。 

問９ 木材（または森林認証材）の調達に関する意思決定について 

所見：需要家の情報の取り方が受動的であることが読み取れるため、産地から

のセールス活動を行えば目立つと想定される。 

問 10 調達に関する情報収集で不便を感じること 

所見：需要家の困りごとが、セールスの突破口となりうる。／自治体の努力で

情報提供することで、他自治体との差別化を図ることができるかもしれない。

／全体的に「情報へのアクセス」が不便の根源の１つと読み取れる。 

問 11 最終消費者に森林認証制度への理解、森林認証材の利用促進について 

所見：最終消費者への啓蒙は重要ではあるが、一企業や一自治体にて取り組む

には大き過ぎるテーマである。現実的、短期的には最終消費者よりも流通側へ

のアピールのほうが効果的だと想定される。 

問 12 当地域（大館市・周辺地域）の森林認証材への興味について 

所見：興味ありとの回答３社のうち、１社は認証取得済みの関東エリアの企業、

２社は認証非取得の企業。積極的に知りたいとしてくれた１社にはすぐにでも

連絡をいれるべきである。 

問 13 川上（木材供給側）に今後求めたいことや期待したいこと 

所見：比較論で FSC の優位の声がある。／ウェビナーや当協議会など、当市の

取り組みや発信に対しての期待や賞賛の声があり、この点は継続できれば当市

材の認知向上及びブランド価値につながる可能性がある。 
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第３ 事業実施により得られた効果 

 

 

１ 期待される効果及び事業実施により得られた効果 

本事業では次の４つの期待される効果を設定し、事業に取り組んだ。 

 

（１）地方・都市部自治体連携の森林認証材利用モデルの構築 

期待される効果 

【設定時】 

地方（大館市）・都市部（渋谷区、企業等）の連携により、都市部での

森林認証材利用による木質化事例を創出することで、森林認証材の認

知度向上に寄与することができる。 

事業実施により

得られた効果 

【実施後】 

●需要者調査・PR 等の実施により当地域における森林認証の取り組み

について周知を図ることができた 

・地域内外の事業者等へ森林認証の取得について報告を行ったことで、

新たな取り組み等への期待感を伺うことができた。※渋谷区について

は大館市単独事業において訪問説明済み（令和５年３月 29 日）。 

 

（２）都市部民間施設への波及 

期待される効果 

【設定時】 

（１）の事例増加により、都市部での民間施設での森林認証材利用が期

待できるほか、森林認証材利用を目指す民間事業者等との「建築物木材

利用促進協定」の締結による森林認証材需要拡大が期待できる。 

事業実施により

得られた効果 

【実施後】 

●森林認証取得の拡大（予定）により認証材利用への期待度向上に寄与

・協定締結等の具体の協議には至らなかったが、都市部企業より具体の

製品要望を受けるなど、当地域の認証製品への期待度の高さが伺えた。

 

（３）秋田県産森林認証材の需要拡大 

期待される効果 

【設定時】 

（２）の民間施設等での利用拡大により、秋田県産森林認証材需要が高

まることで、県内他地域の森林認証林（秋田県有林、上小阿仁村有林等）

の需要拡大が期待できる。 

事業実施により

得られた効果 

【実施後】 

（１）の記載事項と同じ。 

 

（４）森林認証材サプライチェーン構築事例の横展開による森林認証取得拡大 

期待される効果 

【設定時】 

（１）～（３）の効果により周辺地域（民有林・国有林）での森林認証

取得が期待できる。 

事業実施により

得られた効果 

【実施後】 

●森林認証林拡大に向けた機運醸成につながった 

・民有林においては令和５年度においてグループ認証等による認証林

面積の拡大が予定されているほか、国有林に対しても認証取得要望を

行ったことで更なる面積拡大が期待されている。 
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令和４年度森林・林業・⽊材産業グリーン成⻑総合対策補助等（建築⽤⽊材供給強化促進対策事業のうち森林認証材の需要拡⼤） 

第４ 今後の課題と次年度以降の計画 

 

 

１ 今後の課題 

 本事業の実施により見えてきた今後の課題について次のとおり示す。 

 

今後の課題１ 森林認証材供給体制の構築 

・森林認証面積の拡大とともに、森林認証材（素材、製品等）の安定的な生産量確保によ

る供給体制構築が必要。また、ニーズに応じた認証材製品供給のため、CoC認証取得企業

との連携化が必要。 

今後の課題２ 森林認証材需要の創出 

・需要者ヒアリング調査等の実施により潜在的なニーズや具体の製品要望を把握できた

ことから、マーケットインによる認証材供給実績の創出が必要。 

 

２ 次年度以降の計画 

今後の課題や本事業での成果等を踏まえ、次年度以降の計画について次のとおり示す。 

 

計画・取組１ 森林認証林の拡大 

①協議会においてSGEC-FM森林認証グループ認証取得を予定 

・大館市有林（約2,295ha）、小坂町有林（約117ha）、㈱石川組社有林（約410ha）で令

和５年度にSGEC-FM森林認証グループ認証取得を計画。 

②鹿角市においてSGEC-FM森林認証を予定 

・鹿角市有林（約1,164ha）で令和５年度にSGEC-FM森林認証取得を計画。 

③国有林（米代東部森林管理署/10.1万ha）へ森林認証取得を要望 

・令和４年度秋田県国有林野等所在市町村長有志協議会（令和４年10月18日）において、

大館市より国有林に対し、森林認証の取得を要望。令和５年度も協議会自治体会員（大館

市・鹿角市・小坂町）による要望を検討。 

計画・取組２ 森林認証材サプライチェーン構築に向けた実施体制の構築 

①林認証材の安定供給に向けた実施体制の確保 

・森林認証森林の拡大とともに役割を担うプレイヤーの設定が必要であることから、森林

認証取得者（または取得予定者）との役割分担等を明記した協定等を締結し、本プロジェ

クトの協力体制及び実施体制の構築を図る。 

②実証フィールドの設定 

・主伐施業等の実証フィールドの確保のため、大館市有林約30haを実証フィールドとして

設定し、林分調査を実施のうえ、主伐・再造林施業について計画する。 
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森林認証材サプライチェーン構築ＷＧ 第１回ＷＧ 

 
次 第 

 
⽇ 時：令和４年８⽉３１⽇（⽔）１３：３ １５：３０ 
会 場：⼤館市北地区コミュニティセンター 本館 会議室 
 

１  開 会                                  
 
 
 
２  ＷＧメンバー⾃⼰紹介                           
 
 
 
３  協議案件                                 
 
  （１）森林認証制度とＷＧの⽬的について ※事務局説明 
 
  （２）北海道視察の結果報告 ※事務局説明 
 
  （３）ＷＧの取り組み内容とスケジュールについて ※事務局説明 
 
  （４）意⾒交換 
 
４  その他                                  
 
 
 
５  閉 会                                  
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